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研究成果の概要 

 

本研究では、炭素・ホウ素・窒素が精密に配列された巨大π共役系を有する「含 BNナノカーボン

分子」を合成し、素子中の配向を制御することで、次世代の有機光エレクトロニクスを実現する。さ

らに、精密有機合成と化学気相成長法を組み合わせることで、原子配列が精密に制御された「含

BNナノカーボン」の創製を目指す。 

本年度は、３つのホウ素と４つの窒素原子を「型」に配置することで、色純度と効率を兼ね備えた

緑色熱活性化遅延蛍光（TADF）材料「-DABNA」の開発に成功した。「型」配置を持つ分子骨

格を構築するのはこれまでの合成手法では困難だったが、新たに逐次的多重ホウ素化を開発する

ことで効率的な構築が可能となった。-DABNA を用いた OLEDは、ピークトップ 512 nm、半値

幅 25 nmの高色純度の ELを示し、1000 cd m–2における外部量子効率（EQE）も 31.1%と緑色

OLED として最高レベルの特性を示した。更なる素子の最適化と材料の配向制御により、実用素

子への展開が期待できる。 

また、青色 TADF材料である DABNA-2を用いた分布帰還型（DFB）レーザーデバイスを作製し、

含 BNナノカーボン材料の優れた光増幅特性を実証した。これまでの TADF材料のレーザー発振

しきい値は蛍光材料よりも 1桁以上大きく実用レベルではなかったが、世界最高レベルの蛍光材

料に匹敵する 0.27 µJ cm−2の低しきい値を示した。本研究成果は、含 BNナノカーボン分子がレ

ーザー材料として有用であることを明らかにするとともに、TADF過程をレーザーへ応用できる大き

な可能性を示すものである。 
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